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（社）日本原子力産業協会 

情報本部 



― 世界の原子力発電設備容量が昨年より 200 万 kW 増加 ― 
世界の原子力発電所は 429 基・3 億 8,704 万 8,000kW に 

（2006 年 12 月 31 日現在） 
 
運転中の合計出力が過去最高に 

 2006年末現在、世界で運転中の原子力発電所は429基、合計出力は3億8,704万8,000kW
（前年：439 基・3 億 8,505 万 4,000kW）となり、運転中の合計出力は前年を上回り過去

最高となった。 
    2006 年には旧式の 8 基（合計出力 255 万 kW）が閉鎖されたものの、日本の志賀 2
号機（ABWR、135 万 8,000kW）とウクライナのロブノ 4 号機（PWR、100 万 kW）が営

業運転を開始したため閉鎖分をほぼカバーする形となり、基数の減少は合計出力にほとん

ど影響しなかった。一方で、これまで把握の難しかった米国の出力増強（power uprate）
の確認できた分を集計に反映させたため、世界全体の合計出力は前年に比べて約 200 万

kW 増加する結果となった。建設中は 35 基・2,940 万 4,000kW（前年調査 36 基・3,140
万 5,000kW）、計画中は 47 基・5,217 万 4,000kW（同 39 基・4,006 万 kW）となり、世

界的に新規の建設計画が拡大してきている状況が浮き彫りとなった。今回調査で新たに計

画入りが判明したのは、ロシア 4 基（410 万 kW）、トルコ 3 基（500 万 kW）、ベトナム 2
基（200 万 kW）の合計 9 基。 
 
ロシア、原子力発電開発拡大打ち出す 

 エネルギー大国としての地歩を固めつつあるロシアが、積極的な原子力発電開発計画を

進めている。ロシア政府は 2006 年 10 月に決定した原子力発電開発プログラムの中に、

2007～2015 年を対象として、総額 1 兆 4,714 億ルーブル（約 6 兆 6,000 億円）を投じ、

毎年 200 万 kW 規模の原子力発電所をシリーズで建設することを盛り込んだ。 
 具体的には、建設中のロストフ 2 号機（VVER-1000、100 万 kW）とカリーニン 4 号機

（同）の完成（それぞれ 2009 年、2011 年に運開を予定）に加え、ノボボロネジ第Ⅱ期 1,2
号機（AES-2006、各 110 万 kW）とレニングラード第Ⅱ期 1 号機（同）を 2008 年に着工

し、2013 年までの運開を目指す。 
  
米国の新設プロジェクトが 16 件に 

 アルビン・W・ボーグル原子力発電所を運転するサザン・ニュークリア・オペレーティ

ング社（SNC、サザン・カンパニーの子会社）は 2006 年 8 月 15 日、同発電所近隣サイ

トへの事前サイト許可（ESP）を原子力規制委員会（NRC）に申請した。米国では、“原

子力ルネサンス”と称されるほど、数多くの新規原子力発電所建設プロジェクトが公表さ

れている。（2007 年 3 月現在、詳細は別表）。 
 
オーストラリアで原子力発電導入の気運高まる 

 J.ハワード首相が設置したタスクフォースは 2006 年 12 月 29 日、①原子力発電導入が

もたらす影響や国内の技術レベル、②ウランの生産・輸出の拡大の可能性、③オーストラ

リアがウラン濃縮・燃料製造・再処理を実施できる可能性、④次世代原子力発電所の安全



性、⑤放射性廃棄物の処分や貯蔵問題――などを総合的に検討した最終報告書を公表した。  
 
トルコで建設計画が再浮上 

 トルコ政府は 2006 年 4 月、合計出力 500 万 kW の原子力発電所建設計画を決定した。

その後、地中海沿岸のアックユと黒海沿岸のシノップが建設候補サイトとして挙げられて

いる。 
 
エジプトが原子力発電導入に本腰か 

 エジプトの与党国民民主党のG.ムバラク政務担当書記は 2006年 9月、党大会で演説し、

ムバラク政権が原子力発電導入の検討を開始したことを明らかにした。エネルギー省の

H.ユーネス大臣も、原子力発電開発プログラムの概要を発表。今後 10 年内に 15 億ドルを

投じて 100 万 kW 級の原子炉１基を完成させるとしている。 
 
インドの開発計画は 2007 年末にも正式決定か 

 インド原子力発電公社（NPCIL）は第 11 次 5 か年計画（2007～2012 年）の中で、計

14 基の軽水炉導入計画を発表している。同計画は、2007 年末～2008 年初頭にも政府から

正式に承認される見通しである。 
 
○より詳細な情報もございます。お問い合わせ下さい。 
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Country

Output Units Output Units Output Units Output Units Region

U.S.A.
France
Japan
Russia
Germany
Republic of Korea
Canada
Ukraine
United Kingdom
Sweden
Spain
China
Belgium
Taiwan
Czech Republic
Switzerland
India
Finland
Slovak Republic
Brazil
Bulgaria
Hungary
South Africa
Lithuania
Mexico
Argentina
Slovenia
Romania
Netherlands
Pakistan
Armenia
Iran
Turkey
Indonesia
Vietnam
Kazakhstan
Egypt
Israel

Total

(previous year)

*provisional

Total

As of December 31, 2006  (10MWe, Gross Output)

In Operation Under Construction Planned
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電力会社・コンソーシアム サイト 炉型（基数） 事前サイト許可（ESP） 建設・運転一体認可（COL）

ドミニオン ノースアナ（バージニア州） ESBWR（1） 申請中（2003.09）、2007.12に許可見込み 2007年に申請予定

*1
ニュースタート（TVA） ベルフォンテ（アラバマ州） AP1000（2） COLを直接申請 2007年秋に申請予定

ニュースタート（エンタジー） グランドガルフ（ミシシッピ州） ESBWR（1） 申請（2003.10）　許可取得（2007.03.27） 2007～2008年に申請予定

エンタジー リバーベンド（ルイジアナ州） ESBWR（1） COLを直接申請 2007～2008年に申請予定

サザン アルビン・W・ボーグル（ジョージア州） AP１０００（2） 申請中（2006.08） 2008年に申請予定

プログレス・エナジー シアロンハリス（ノースカロライナ州） AP１０００（2） COLを直接申請 2007～2008年に申請予定

プログレス・エナジー レヴィー郡（フロリダ州） 未定（２） COLを直接申請 2008年に申請予定

SCE&G/サンティ・クーパー バージル・C・ サマー（サウスカロライナ州） AP１０００（2） COLを直接申請 2007年に申請予定

デューク・エナジー ウィリアム・ステイツ・リーⅢ（サウスカロライナ州） AP１０００（2） COLを直接申請 2007年に申請予定

エクセロン クリントン（イリノイ州） 未定 申請（2003.09）　許可取得（2007.03.08） 未定

*2
ユニスター カルバートクリフス(メリーランド州） U.S. EPR（1） COLを直接申請

一部申請（2007.07.25）
残りを2008.01までに申請予定

FPL ターキーポイント（フロリダ州） 未定 COLを直接申請 2007.09までに申請予定

NRGエナジー サウステキサス・プロジェクト(テキサス州) ABWR（2） COLを直接申請 申請（2007.09.25）

TXU コマンチェピーク（テキサス州） US-APWR（2） COLを直接申請 2008年に申請予定

エクセロン テキサス州（サイト未定） 未定 COLを直接申請 2008年に申請予定

DTEエナジー エンリコ・フェルミ（ミシガン州） 未定 COLを直接申請 2008年10～12月に申請予定

アメレンUE キャラウェイ（ミズーリ州） U.S. EPR COLを直接申請 2008年に申請予定

PPL/??? サスケハナ（ペンシルベニア州） 未定（1） COLを直接申請 未定

*2
ユニスター・ニュークリア:　コンステレーション・エナジーとアレバ社の合弁会社。アーキテクト・エンジニアとして、ベクテル・パワー社が参加。 （社）日本原子力産業協会　調べ

米国の主な新規原子力発電所プロジェクト（2007年9月27日現在）

*1
ニュースタート・エナジー・デベロップメントへの参加企業: コンステレーション・エナジー、デューク・エナジー、EDFインターナショナル・ノースアメリカ、エンタジー・ニュークリア、エクセロン・ジェネレーション、フロリダ・パワー＆ライト社、

　　プログレス・エナジー、サザン・カンパニー、テネシー峡谷開発公社、GEエナジー、ウェスチングハウス・エレクトリック社





  世界のウラン資源量

                   ２００４年のウラン生産　国別シェア

出典：「２００５年版ウラン資源・生産・需要」（ＯＥＣＤ／ＮＥＡ／ＩＡＥＡ）
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